


ひとつ目は、自分が原因でトラブルを作ってしまう場合ですよね。
相手の人に迷惑行為をしている人や、被害を与えている人、常識外
れな人など、簡単に言えば、自分が被害者を作っているので、トラブ
ルが次々と起こってしまいますよね。

人は誰でも、生れた時から死ぬまで、トラブルは突然、予告も無し
に起こってしまいますよね。では、何故死ぬまで、トラブルが起きるの
か？考えられる原因は大きく分けてふたつありますよね。
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ふたつ目は、この世は自己中が多いし、思考が弱い人、学歴が高く
ても知能の低い人が数え切れないほど居るので、危険な人が数え
切れないほど居ますよね。いつ自分や家族が被害者になるのか、予
想が出来ませんよね。

例えば、いじめやカツアゲ、威嚇行為や集団リンチ、あおり運転や暴
走行為、誘拐や監禁、レイプや傷害、万引きや詐欺などの犯罪行為
をする人。パワハラやマウント行為をして威張る人や、恫喝や暴力で
人を従わせようとする人など、被害者を次々と作るので、トラブルの
原因を作っていますよね。
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自分の能力を鍛え、臨機応変に対応が出来る人になりたいのなら
自分のトラブルだけではなく、他の人のトラブルも、自分ならどうす
る？と考える練習をすれば、学べる内容や量が増えるし、様々な対
応が出来るようになれると思いませんか？学んでみる価値は高いで
すよね。

仮に、問題やトラブルが起きたのなら、原因は？誰が原因？どうす
る？解決策は？対策は？どんな対応の仕方がある？などと考え、
自分に原因があるのか、相手が原因なのかなど、様々な分析をして
みれば、自分の思考能力が鍛えられるし、様々な対応が出来る人
になれると思いませんか？
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